
（平成28年10月　最高裁判所）

被害を受けた方が亡くなっていたり，重い病
気やけがをされている場合は，被害を受けた
方の配偶者，直系の親族（被害を受けた方の親
や子など），兄弟姉妹

　少年犯罪によって被害を受けた方が亡くなっていたり，生命
に重大な危険のある傷害を負ったときは，ご本人やご遺族の方
に，審判の傍聴が認められる場合があります。
　詳しくは家庭裁判所にお問い合わせください。

犯罪によって被害を受け




